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平成 27 年度 第 232 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 27 年 9 月 1日（火）13：30～14：45 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  近藤学長、松尾副学長、梶原副学長、漆原副学長、柳井副学長、江本事務局長、 
 大平外国語学部長、前田経済学部長、田中文学部長、二宮法学部長、 
 龍国際環境工学部長、中尾基盤教育センター長、田村慶社会システム研究科長、 
 王マネジメント研究科長、小野学生部長、田村大教務部長、田島入試広報センター長、 
 佐藤情報総合センター長、日髙地域貢献室副室長、後藤評価室副室長、 
 片岡地域創生学群学類長（眞鍋地域創生学群長代理） 

配布資料   01-1 退職願(国際環境工学部) 

      1-2 国際環境工学部エネルギー循環化学科環境プロセス分野(大気)担当教員の 

         採用期日の変更について   

      2  再任審査報告書 

  3  ベトナム国家大学ハノイ校との大学間学術交流協定の一部修正について 

  4  平成 27 年度前期学友会交渉申し入れ書（回答案） 

5-1 平成26年度法人評価委員会の評価結果について 

5-2 平成26年度北九州市立大学の業務の実績に関する評価結果について 

5-3 公立大学法人北九州市立大学の平成26年度に係る業務の実績に関する 

   評価結果について(通知) 

5-4 平成26年度公立大学法人北九州市立大学の業務の実績に関する評価結果 

      6  第10回スポーツフェスタ（秋季）について 

      7  NHK「発見！COOL KITAKYU！」の公開収録について 

  8   北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

  

 

第１号 教員の人事について 

＊ 資料1-1のとおり、国際環境工学部からの申請に基づき、鈴木五郎教授の平成28年3月31日付けでの   

 退職について提案。 

 

〇 鈴木教授は、平成29年3月31日付けで定年退職の予定であったが、1年前倒しで退職することとなる。 

● 平成28年度の授業は、どのように対応する予定か。 

〇 既に、1年前倒しで後任人事を進めており、後任者は平成28年4月1日付けで採用予定である。鈴木

教授の担当科目は、後任の教員及び専門分野の近い教員が担当する予定である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料1-2のとおり、国際環境工学部の採用予定者 藍川昌秀氏からの申し入れに基づき、採用期日

を平成27年10月1日から平成28年4月1日付けに変更することについて提案。 

 

〇 第231回教育研究審議会（平成27年7月28日開催）において、国際環境工学部の環境プロセス分野（大

気）の担当教員として、採用候補者 藍川昌秀氏の採用が承認された。この度、採用予定者である藍

川氏から、採用期日の変更（平成27年10月1日から平成28年4月1日付けに変更）の申し入れがあった

ため、選考委員会及び国際環境工学部で検討した結果、採用期日の変更はやむを得ないと判断し、教

育研究審議会に提案することとしたものである。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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第２号 教員の再任について 

＊ 資料2のとおり、平成28年3月31日付けで任期満了となる任期制教員のうち、再任申請のあった基盤

教育センター教員1名、国際環境工学部教員3名について、再任審査委員会から再任審査結果の報告が

なされ、同報告に基づき4名全員の再任について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 ベトナム国家大学ハノイ校との大学間学術交流協定の一部修正について 

＊ 資料3のとおり、第221回教育研究審議会（平成27年2月3日開催）において締結が承認されたベトナ

ム国家大学ハノイ校との大学間学術交流協定の一部修正について提案。 

 

 〇 第 221 回教育研究審議会（平成 27 年 2 月 3 日開催）において、本学とベトナム国家大学ハノイ校

との大学間学術交流協定の締結が承認された。（平成 27 年 8 月末現在、未調印） 

〇 この度、ベトナム国家大学ハノイ校から協定内容の一部修正について申し出があったため、修正案

について提案するもの。なお、修正箇所は、両者間の既存の協定の承継に関する条文の削除及び協定

有効期間の 5年毎の自動更新に関する条文の追加である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。  

【委員全員】（異議なし） 

 
第４号 学友会交渉申し入れに対する回答案について 

＊ 資料4のとおり、平成27年度前期学友会交渉申し入れ書に対する回答案について提案。 

  

 ● 在学生の希望をカリキュラムに反映させることに関し、回答案で教養特講についての記載があるが、

回答としてなじまないため削除した方がよいのではないか。 

 ○ そのようにさせて頂きたい。修正後、各部局に配付する。 

 ○ 各部局は回答案に対する修正意見があれば、平成27年9月18日までに学務第一課学生係へ提出して

いただきたい。意見集約後、最終回答案を平成27年10月6日の教育研究審議会で審議し、10月中旬頃

までに学友会に回答予定である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。  

【委員全員】（異議なし） 
 
 

報告 
 ① 平成26年度法人評価結果について、資料5-1～5-4のとおり報告があった。 

 ② 第10回スポーツフェスタ（秋季）について、資料6のとおり報告があった。 

 ③ NHK「発見！COOL KITAKYU！」の公開収録について、資料7のとおり報告があった。 

 ④ 教員の海外出張について、資料8のとおり報告があった。 

 ⑤ 次回の審議会を9月15日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 

 

 

 

 


